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太陽風磁気流体乱流の数値シミュレーション
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研究目的

本研究課題では磁気流体系を用いた 次元乱流の計算を中心に研究を進めている。

本年度も、多次元磁気流体波のパラメトリック崩壊不安定性を中心に計算を行い、いくつか

の成果が得られた。
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次元磁気流体系を用いた直接数値計算を行った空間微分擬似スペクトル法、時間積

分次の有理ルンゲクッタ法 。 次元計算には各方向 の格子点

を用いている。

研究成果（
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本年度も、昨年度から引き続きアーク偏波アルヴェン波のパラメトリック不安定性を中心

に計算を進めた。昨年度はノイズに加えて特定の波数モードに初期条件として有限振幅の

密度擾乱を与えた計算に主眼を置いていたが、本年度は有限振幅の初期密度擾乱は置か

ず、親波アルヴェン波の伝搬角依存性について詳細に調べた。アーク偏波アルヴェン波の

崩壊不安定性についてはすでに先行研究 があり、伝搬角依存性も

円偏波アルヴェン波の崩壊不安定性の線形解析 から理解できること

が分かっている。ただし、円偏波アルヴェン波の線形解析で予測される成長率とは定量的な

ずれがあった 。本研究では、複数の伝搬

角波数ベクトルと背景磁場の成す角度で崩壊不安定性の数値計算を行い、アーク偏波の

最大振幅成分の実効値を円偏波の線形解析の振幅として用いることで線形解析と数値計

算の結果が定量的にも良く一致することを明らかにした。また、先行研究で報告されている

数値計算結果に対しても、同様の考え方で定量的に良い一致が得られることを確認した。

ただし、ビート不安定性 に対しては現時点で同様の一致を確認でき

ていない。今後は不安定性間の比較をより詳細に行う必要がある。
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